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	構造改革徹底推進会合�企業関連制度・産業構造改革・イノベーション会合�
	1.　タレント人材（グローバルリーダーになりうるハイポテンシャルな人材）の活躍には、�仕事とキャリアにおける２つのautonomy（自律）が不可欠である
	2.　日本企業では２つのautonomy（自律）が重視されておらず、むしろ制度によって阻害してしまっている状態
	＜参考＞�　人事評価における「プロセス」と「成果」の割合
	＜参考＞�　キャリア自律をしていると考えられる人は正社員の8.7％（「①　キャリア展望を描いている」かつ「②　自己学習をしている」人をキャリア自律者と想定）
	＜参考＞�　転勤が社員のワークライフに与える影響
	＜参考＞�　等級数と昇進・昇格の実態
	＜参考＞
	3.　そのため高度な外国人やイノベーティブな日本人等を惹き付ける魅力がなく、採用したとしてもリテンションできずに早期に離職してしまう
	＜参考＞�　外国人留学生の採用理由�　（複数回答）
	4.　結果として、ダイバーシティ経営や働き方改革に取り組んでいる企業でも、持続的にイノベーションを生み出し続け、生産性を向上させる段階に至っていない
	＜参考＞�　ダイバーシティを起点とした労働生産性の持続的向上モデル
	5.　テレワークの本格導入は日本的雇用システムの変革を促す起爆剤となる可能性がある
	＜参考＞�　テレワークに関して確認された真実

